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マクタン島の思い出

海の見えるテラスでコーヒーを飲んでから、昨晩カップ麺を

食べた店にビール瓶を返却がてら朝食に行った。７時少し前

で、ちょっと早い気がしたがやはり準備ができていない。約

束しておいたんだがな…。

店の人はまだ寝起きの顔で支度をする気もないし、ビール瓶

の返却値段でも少しモメた。この店をあきらめ、マゼラン・

クロス近くの市場へ向かう。

昨日と同じ道をまた歩く。右手遠くの海を眺めながらのんび

りと緩い坂道を下る。(8pt.)

何組みかの家族連れと擦れ違う。こちらのテンションもまだ低

く、特に言葉を交わすわけではないが、互いに立ち停る。

興味津々の瞳と笑顔の子供たち。ただ観察しあって、伝わらな

い言葉を何度か発し、インスタント写真を撮ってあげる。

たった数分間の静かな交流。彼らは長い影を道に映しながらゆ

っくりと去っていく。

市場を入ったすぐ右側。総菜の入った鍋を５～６個店頭に並べ

た食堂に決め、ひとつずつ鍋のフタをあけ料理を確認。

魚のシニガンスープ、魚の唐揚げ、アズキによく似た豆を煮た

もの、コーラ、ライス１皿を注文。

どれも美味しく食べられたので、明日から朝はこの店で食べる

ことに決定。愛想のいい娘さんが心をほぐしてくれるので楽し

い食事だった。(9pt.)

朝食後、市場内で夕食用のレストランを物色する。熱帯特有の極彩色の魚を

並べている店の殆どが、奥に座席を用意し、買った魚介類をその場で調理し

食べさせてくれるようになっている。

海に張り出したテラスを持つ店に入り、少し見学させてもらう。

美しい夕焼けを見ながらの、冷たいビールと美味しい魚介類の夕食。日焼け

した肌を夜の潮風が心地好く撫でていく…そんなことを想像しながら海上テ

ラスの椅子に座った。

しかし…目の前には灰色のドロドロの海。ちょうど干潮の時間なのだ。膝く

らいまで潮が引き、濁った海の中をビニール袋を持った人達が徘徊し、小魚

やエビ・カニを捕っている。

変なニオイも鼻につく…。これは下水道特有のものだ。ここの市場のさまざ

まな排泄物（！）がたれ流しにされているらしい。(10pt.)

ホ
テ
ル
へ
戻
り
ひ
と
休
み
す
る
と
午
前
９
時
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
汗
を
出
し
た
後
は

プ
ー
ル
で
身
体
の
火
照
り
を
冷
ま
す
。

昼
食
は
、
小
さ
な
バ
ナ
ナ
と
ビ
ー
ル
。
そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
名
物
の
ハ
ロ
ハ
ロ
（
か

き
氷
が
入
っ
た
ク
リ
ー
ム
あ
ん
み
つ
み
た
い
な
も
の
）
。

し
っ
か
り
昼
寝
を
し
た
後
の
夕
刻
５
時
。
朝
、
偵
察
し
た
市
場
へ
向
か
う
。

ま
ず
、
朝
食
を
た
べ
た
店
で
挨
拶
を
か
ね
て
ビ
ー
ル
を
１
本
い
た
だ
く
。(1

2
p
t.)

夕
飯
も
ウ
チ
で
食
べ
ろ
と
誘
わ
れ
た
が
、
シ
ー
フ
ー
ド
が
食
べ
た
い
か
ら
と
、
そ
の
店
を
出
て
海
の

上
に
張
り
出
し
た
テ
ラ
ス
で
食
事
が
で
き
る
魚
介
類
の
店
へ
。

イ
カ
は
キ
ラ
ウ
ィ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
風
の
刺
身
）
に
、
ハ
マ
グ
リ
は
殻
付
き
で
バ
タ
ー
焼
き
、
泥
ガ

ニ
は
中
華
風
に
炒
め
て
貰
い
、
ラ
イ
ス
と
ビ
ー
ル
の
超
特
大
ビ
ン
２
本
。

さ
っ
き
の
店
の
出
戻
り
看
板
娘
ボ
ニ
ー
タ
も
い
つ
も
間
に
か
参
加
し
て
、
２
時
間
ほ
ど
の
タ
ガ
ロ
グ

語
と
英
語
と
日
本
語
の
飲
み
会
。(1

0
p
t.)

飲
食
代
金
は
全
部
で
1
5
0
0
円
ほ
ど
。
満
腹
だ
。
勘
定
を
済
ま
せ
外
へ
出
る
と
周
り
の
店
は

殆
ど
閉
ま
り
、
市
場
は
う
す
暗
く
な
っ
て
い
た
。

ホ
テ
ル
へ
戻
る
道
の
右
側
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
街
灯
に
照
ら
さ
れ
た
侘
び
し
い
店
が
１
軒
。
こ
こ

何
日
か
、
脇
を
通
り
過
ぎ
て
い
る
サ
リ
・
サ
リ
・
ス
ト
ア
ー
だ
。

我
々
は
フ
ラ
フ
ラ
と
死
に
か
け
の
蛾
の
よ
う
に
店
の
灯
り
に
寄
っ
て
い
く
。
灯
り
の
下
の
ベ
ン

チ
に
、
美
し
い
少
女
が
座
っ
て
い
る…

。
化
粧
気
の
全
く
無
い
健
康
そ
う
な
少
女
。

暑
い
か
ら
涼
み
に
き
て
い
る
ら
し
い
十
五
歳
の
美
少
女
に
緊
張
し
、
大
し
た
会
話
も
で
き
な
い

中
年
の
男…

…
情
け
な
い
。
で
も
き
ち
ん
と
写
真
は
撮
ら
せ
て
貰
っ
た
。

蒸
し
暑
い
南
国
の
夜
。
肌
に
ま
と
わ
り
つ
く
生
温
か
い
風
を
楽
し
む
よ
う
に
、
我
々
は
ゆ
っ
く

り
と
ホ
テ
ル
へ
の
暗
い
道
を
歩
い
た
。(9

p
t.)

富栄養化された海には沢山の魚介類が育つ…。それらが市場で

売られ食べられ排泄され、それを食べて大きく育ち、捕られ売

られ食べられ…と、究極の食物連鎖が続いているのだ。

市場の中の店はすべて同じ状況なのだ。我々が泊まっている豪

華なホテルだって、この市場から魚介類を仕入れてるかもしれ

ないのだし。ここで見たものはすべて忘れよう！ (12pt.)

(C)2017 Yutaka Satoh / TYPE-LABO

書体制作の日々、番外編より抜粋編集

総合書体 ニタラゴルイカ-01　 



マクタン島の思い出

海の見えるテラスでコーヒーを飲んでから、昨晩カップ麺を

食べた店にビール瓶を返却がてら朝食に行った。７時少し前

で、ちょっと早い気がしたがやはり準備ができていない。約

束しておいたんだがな…。

店の人はまだ寝起きの顔で支度をする気もないし、ビール瓶

の返却値段でも少しモメた。この店をあきらめ、マゼラン・

クロス近くの市場へ向かう。

昨日と同じ道をまた歩く。右手遠くの海を眺めながらのんび

りと緩い坂道を下る。(8pt.)

何組みかの家族連れと擦れ違う。こちらのテンションもまだ低

く、特に言葉を交わすわけではないが、互いに立ち停る。

興味津々の瞳と笑顔の子供たち。ただ観察しあって、伝わらな

い言葉を何度か発し、インスタント写真を撮ってあげる。

たった数分間の静かな交流。彼らは長い影を道に映しながらゆ

っくりと去っていく。

市場を入ったすぐ右側。総菜の入った鍋を５～６個店頭に並べ

た食堂に決め、ひとつずつ鍋のフタをあけ料理を確認。

魚のシニガンスープ、魚の唐揚げ、アズキによく似た豆を煮た

もの、コーラ、ライス１皿を注文。

どれも美味しく食べられたので、明日から朝はこの店で食べる

ことに決定。愛想のいい娘さんが心をほぐしてくれるので楽し

い食事だった。(9pt.)

朝食後、市場内で夕食用のレストランを物色する。熱帯特有の極彩色の魚を

並べている店の殆どが、奥に座席を用意し、買った魚介類をその場で調理し

食べさせてくれるようになっている。

海に張り出したテラスを持つ店に入り、少し見学させてもらう。

美しい夕焼けを見ながらの、冷たいビールと美味しい魚介類の夕食。日焼け

した肌を夜の潮風が心地好く撫でていく…そんなことを想像しながら海上テ

ラスの椅子に座った。

しかし…目の前には灰色のドロドロの海。ちょうど干潮の時間なのだ。膝く

らいまで潮が引き、濁った海の中をビニール袋を持った人達が徘徊し、小魚

やエビ・カニを捕っている。

変なニオイも鼻につく…。これは下水道特有のものだ。ここの市場のさまざ

まな排泄物（！）がたれ流しにされているらしい。(10pt.)

ホ
テ
ル
へ
戻
り
ひ
と
休
み
す
る
と
午
前
９
時
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
汗
を
出
し
た
後
は

プ
ー
ル
で
身
体
の
火
照
り
を
冷
ま
す
。

昼
食
は
、
小
さ
な
バ
ナ
ナ
と
ビ
ー
ル
。
そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
名
物
の
ハ
ロ
ハ
ロ
（
か

き
氷
が
入
っ
た
ク
リ
ー
ム
あ
ん
み
つ
み
た
い
な
も
の
）
。

し
っ
か
り
昼
寝
を
し
た
後
の
夕
刻
５
時
。
朝
、
偵
察
し
た
市
場
へ
向
か
う
。

ま
ず
、
朝
食
を
た
べ
た
店
で
挨
拶
を
か
ね
て
ビ
ー
ル
を
１
本
い
た
だ
く
。(1

2
p
t.)

夕
飯
も
ウ
チ
で
食
べ
ろ
と
誘
わ
れ
た
が
、
シ
ー
フ
ー
ド
が
食
べ
た
い
か
ら
と
、
そ
の
店
を
出
て
海
の

上
に
張
り
出
し
た
テ
ラ
ス
で
食
事
が
で
き
る
魚
介
類
の
店
へ
。

イ
カ
は
キ
ラ
ウ
ィ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
風
の
刺
身
）
に
、
ハ
マ
グ
リ
は
殻
付
き
で
バ
タ
ー
焼
き
、
泥
ガ

ニ
は
中
華
風
に
炒
め
て
貰
い
、
ラ
イ
ス
と
ビ
ー
ル
の
超
特
大
ビ
ン
２
本
。

さ
っ
き
の
店
の
出
戻
り
看
板
娘
ボ
ニ
ー
タ
も
い
つ
も
間
に
か
参
加
し
て
、
２
時
間
ほ
ど
の
タ
ガ
ロ
グ

語
と
英
語
と
日
本
語
の
飲
み
会
。(1

0
p
t.)

飲
食
代
金
は
全
部
で
1
5
0
0
円
ほ
ど
。
満
腹
だ
。
勘
定
を
済
ま
せ
外
へ
出
る
と
周
り
の
店
は

殆
ど
閉
ま
り
、
市
場
は
う
す
暗
く
な
っ
て
い
た
。

ホ
テ
ル
へ
戻
る
道
の
右
側
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
街
灯
に
照
ら
さ
れ
た
侘
び
し
い
店
が
１
軒
。
こ
こ

何
日
か
、
脇
を
通
り
過
ぎ
て
い
る
サ
リ
・
サ
リ
・
ス
ト
ア
ー
だ
。

我
々
は
フ
ラ
フ
ラ
と
死
に
か
け
の
蛾
の
よ
う
に
店
の
灯
り
に
寄
っ
て
い
く
。
灯
り
の
下
の
ベ
ン

チ
に
、
美
し
い
少
女
が
座
っ
て
い
る…

。
化
粧
気
の
全
く
無
い
健
康
そ
う
な
少
女
。

暑
い
か
ら
涼
み
に
き
て
い
る
ら
し
い
十
五
歳
の
美
少
女
に
緊
張
し
、
大
し
た
会
話
も
で
き
な
い

中
年
の
男…

…
情
け
な
い
。
で
も
き
ち
ん
と
写
真
は
撮
ら
せ
て
貰
っ
た
。

蒸
し
暑
い
南
国
の
夜
。
肌
に
ま
と
わ
り
つ
く
生
温
か
い
風
を
楽
し
む
よ
う
に
、
我
々
は
ゆ
っ
く

り
と
ホ
テ
ル
へ
の
暗
い
道
を
歩
い
た
。(9

p
t.)

富栄養化された海には沢山の魚介類が育つ…。それらが市場で

売られ食べられ排泄され、それを食べて大きく育ち、捕られ売

られ食べられ…と、究極の食物連鎖が続いているのだ。

市場の中の店はすべて同じ状況なのだ。我々が泊まっている豪

華なホテルだって、この市場から魚介類を仕入れてるかもしれ

ないのだし。ここで見たものはすべて忘れよう！ (12pt.)

(C)2017 Yutaka Satoh / TYPE-LABO

書体制作の日々、番外編より抜粋編集

総合書体 ニタラゴルイカ-02　 



マクタン島の思い出

海の見えるテラスでコーヒーを飲んでから、昨晩カップ麺を

食べた店にビール瓶を返却がてら朝食に行った。７時少し前

で、ちょっと早い気がしたがやはり準備ができていない。約

束しておいたんだがな…。

店の人はまだ寝起きの顔で支度をする気もないし、ビール瓶

の返却値段でも少しモメた。この店をあきらめ、マゼラン・

クロス近くの市場へ向かう。

昨日と同じ道をまた歩く。右手遠くの海を眺めながらのんび

りと緩い坂道を下る。(8pt.)

何組みかの家族連れと擦れ違う。こちらのテンションもまだ低

く、特に言葉を交わすわけではないが、互いに立ち停る。

興味津々の瞳と笑顔の子供たち。ただ観察しあって、伝わらな

い言葉を何度か発し、インスタント写真を撮ってあげる。

たった数分間の静かな交流。彼らは長い影を道に映しながらゆ

っくりと去っていく。

市場を入ったすぐ右側。総菜の入った鍋を５～６個店頭に並べ

た食堂に決め、ひとつずつ鍋のフタをあけ料理を確認。

魚のシニガンスープ、魚の唐揚げ、アズキによく似た豆を煮た

もの、コーラ、ライス１皿を注文。

どれも美味しく食べられたので、明日から朝はこの店で食べる

ことに決定。愛想のいい娘さんが心をほぐしてくれるので楽し

い食事だった。(9pt.)

朝食後、市場内で夕食用のレストランを物色する。熱帯特有の極彩色の魚を

並べている店の殆どが、奥に座席を用意し、買った魚介類をその場で調理し

食べさせてくれるようになっている。

海に張り出したテラスを持つ店に入り、少し見学させてもらう。

美しい夕焼けを見ながらの、冷たいビールと美味しい魚介類の夕食。日焼け

した肌を夜の潮風が心地好く撫でていく…そんなことを想像しながら海上テ

ラスの椅子に座った。

しかし…目の前には灰色のドロドロの海。ちょうど干潮の時間なのだ。膝く

らいまで潮が引き、濁った海の中をビニール袋を持った人達が徘徊し、小魚

やエビ・カニを捕っている。

変なニオイも鼻につく…。これは下水道特有のものだ。ここの市場のさまざ

まな排泄物（！）がたれ流しにされているらしい。(10pt.)

ホ
テ
ル
へ
戻
り
ひ
と
休
み
す
る
と
午
前
９
時
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
汗
を
出
し
た
後
は

プ
ー
ル
で
身
体
の
火
照
り
を
冷
ま
す
。

昼
食
は
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小
さ
な
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ナ
ナ
と
ビ
ー
ル
。
そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
名
物
の
ハ
ロ
ハ
ロ
（
か

き
氷
が
入
っ
た
ク
リ
ー
ム
あ
ん
み
つ
み
た
い
な
も
の
）
。

し
っ
か
り
昼
寝
を
し
た
後
の
夕
刻
５
時
。
朝
、
偵
察
し
た
市
場
へ
向
か
う
。

ま
ず
、
朝
食
を
た
べ
た
店
で
挨
拶
を
か
ね
て
ビ
ー
ル
を
１
本
い
た
だ
く
。(1

2
p
t.)

夕
飯
も
ウ
チ
で
食
べ
ろ
と
誘
わ
れ
た
が
、
シ
ー
フ
ー
ド
が
食
べ
た
い
か
ら
と
、
そ
の
店
を
出
て
海
の

上
に
張
り
出
し
た
テ
ラ
ス
で
食
事
が
で
き
る
魚
介
類
の
店
へ
。

イ
カ
は
キ
ラ
ウ
ィ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
風
の
刺
身
）
に
、
ハ
マ
グ
リ
は
殻
付
き
で
バ
タ
ー
焼
き
、
泥
ガ

ニ
は
中
華
風
に
炒
め
て
貰
い
、
ラ
イ
ス
と
ビ
ー
ル
の
超
特
大
ビ
ン
２
本
。

さ
っ
き
の
店
の
出
戻
り
看
板
娘
ボ
ニ
ー
タ
も
い
つ
も
間
に
か
参
加
し
て
、
２
時
間
ほ
ど
の
タ
ガ
ロ
グ

語
と
英
語
と
日
本
語
の
飲
み
会
。(1

0
p
t.)

飲
食
代
金
は
全
部
で
1
5
0
0
円
ほ
ど
。
満
腹
だ
。
勘
定
を
済
ま
せ
外
へ
出
る
と
周
り
の
店
は

殆
ど
閉
ま
り
、
市
場
は
う
す
暗
く
な
っ
て
い
た
。

ホ
テ
ル
へ
戻
る
道
の
右
側
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
街
灯
に
照
ら
さ
れ
た
侘
び
し
い
店
が
１
軒
。
こ
こ

何
日
か
、
脇
を
通
り
過
ぎ
て
い
る
サ
リ
・
サ
リ
・
ス
ト
ア
ー
だ
。

我
々
は
フ
ラ
フ
ラ
と
死
に
か
け
の
蛾
の
よ
う
に
店
の
灯
り
に
寄
っ
て
い
く
。
灯
り
の
下
の
ベ
ン

チ
に
、
美
し
い
少
女
が
座
っ
て
い
る…

。
化
粧
気
の
全
く
無
い
健
康
そ
う
な
少
女
。

暑
い
か
ら
涼
み
に
き
て
い
る
ら
し
い
十
五
歳
の
美
少
女
に
緊
張
し
、
大
し
た
会
話
も
で
き
な
い

中
年
の
男…

…
情
け
な
い
。
で
も
き
ち
ん
と
写
真
は
撮
ら
せ
て
貰
っ
た
。

蒸
し
暑
い
南
国
の
夜
。
肌
に
ま
と
わ
り
つ
く
生
温
か
い
風
を
楽
し
む
よ
う
に
、
我
々
は
ゆ
っ
く

り
と
ホ
テ
ル
へ
の
暗
い
道
を
歩
い
た
。(9

p
t.)

富栄養化された海には沢山の魚介類が育つ…。それらが市場で

売られ食べられ排泄され、それを食べて大きく育ち、捕られ売

られ食べられ…と、究極の食物連鎖が続いているのだ。

市場の中の店はすべて同じ状況なのだ。我々が泊まっている豪

華なホテルだって、この市場から魚介類を仕入れてるかもしれ

ないのだし。ここで見たものはすべて忘れよう！ (12pt.)

(C)2017 Yutaka Satoh / TYPE-LABO

書体制作の日々、番外編より抜粋編集

総合書体 ニタラゴルイカ-03　 



マクタン島の思い出

海の見えるテラスでコーヒーを飲んでから、昨晩カップ麺を

食べた店にビール瓶を返却がてら朝食に行った。７時少し前

で、ちょっと早い気がしたがやはり準備ができていない。約

束しておいたんだがな…。

店の人はまだ寝起きの顔で支度をする気もないし、ビール瓶

の返却値段でも少しモメた。この店をあきらめ、マゼラン・

クロス近くの市場へ向かう。

昨日と同じ道をまた歩く。右手遠くの海を眺めながらのんび

りと緩い坂道を下る。(8pt.)

何組みかの家族連れと擦れ違う。こちらのテンションもまだ低

く、特に言葉を交わすわけではないが、互いに立ち停る。

興味津々の瞳と笑顔の子供たち。ただ観察しあって、伝わらな

い言葉を何度か発し、インスタント写真を撮ってあげる。

たった数分間の静かな交流。彼らは長い影を道に映しながらゆ

っくりと去っていく。

市場を入ったすぐ右側。総菜の入った鍋を５～６個店頭に並べ

た食堂に決め、ひとつずつ鍋のフタをあけ料理を確認。

魚のシニガンスープ、魚の唐揚げ、アズキによく似た豆を煮た

もの、コーラ、ライス１皿を注文。

どれも美味しく食べられたので、明日から朝はこの店で食べる

ことに決定。愛想のいい娘さんが心をほぐしてくれるので楽し

い食事だった。(9pt.)

朝食後、市場内で夕食用のレストランを物色する。熱帯特有の極彩色の魚を

並べている店の殆どが、奥に座席を用意し、買った魚介類をその場で調理し

食べさせてくれるようになっている。

海に張り出したテラスを持つ店に入り、少し見学させてもらう。

美しい夕焼けを見ながらの、冷たいビールと美味しい魚介類の夕食。日焼け

した肌を夜の潮風が心地好く撫でていく…そんなことを想像しながら海上テ

ラスの椅子に座った。

しかし…目の前には灰色のドロドロの海。ちょうど干潮の時間なのだ。膝く

らいまで潮が引き、濁った海の中をビニール袋を持った人達が徘徊し、小魚

やエビ・カニを捕っている。

変なニオイも鼻につく…。これは下水道特有のものだ。ここの市場のさまざ

まな排泄物（！）がたれ流しにされているらしい。(10pt.)

ホ
テ
ル
へ
戻
り
ひ
と
休
み
す
る
と
午
前
９
時
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
汗
を
出
し
た
後
は

プ
ー
ル
で
身
体
の
火
照
り
を
冷
ま
す
。

昼
食
は
、
小
さ
な
バ
ナ
ナ
と
ビ
ー
ル
。
そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
名
物
の
ハ
ロ
ハ
ロ
（
か

き
氷
が
入
っ
た
ク
リ
ー
ム
あ
ん
み
つ
み
た
い
な
も
の
）
。

し
っ
か
り
昼
寝
を
し
た
後
の
夕
刻
５
時
。
朝
、
偵
察
し
た
市
場
へ
向
か
う
。

ま
ず
、
朝
食
を
た
べ
た
店
で
挨
拶
を
か
ね
て
ビ
ー
ル
を
１
本
い
た
だ
く
。(1

2
p
t.)

夕
飯
も
ウ
チ
で
食
べ
ろ
と
誘
わ
れ
た
が
、
シ
ー
フ
ー
ド
が
食
べ
た
い
か
ら
と
、
そ
の
店
を
出
て
海
の

上
に
張
り
出
し
た
テ
ラ
ス
で
食
事
が
で
き
る
魚
介
類
の
店
へ
。

イ
カ
は
キ
ラ
ウ
ィ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
風
の
刺
身
）
に
、
ハ
マ
グ
リ
は
殻
付
き
で
バ
タ
ー
焼
き
、
泥
ガ

ニ
は
中
華
風
に
炒
め
て
貰
い
、
ラ
イ
ス
と
ビ
ー
ル
の
超
特
大
ビ
ン
２
本
。

さ
っ
き
の
店
の
出
戻
り
看
板
娘
ボ
ニ
ー
タ
も
い
つ
も
間
に
か
参
加
し
て
、
２
時
間
ほ
ど
の
タ
ガ
ロ
グ

語
と
英
語
と
日
本
語
の
飲
み
会
。(1

0
p
t.)

飲
食
代
金
は
全
部
で
1
5
0
0
円
ほ
ど
。
満
腹
だ
。
勘
定
を
済
ま
せ
外
へ
出
る
と
周
り
の
店
は

殆
ど
閉
ま
り
、
市
場
は
う
す
暗
く
な
っ
て
い
た
。

ホ
テ
ル
へ
戻
る
道
の
右
側
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
街
灯
に
照
ら
さ
れ
た
侘
び
し
い
店
が
１
軒
。
こ
こ

何
日
か
、
脇
を
通
り
過
ぎ
て
い
る
サ
リ
・
サ
リ
・
ス
ト
ア
ー
だ
。

我
々
は
フ
ラ
フ
ラ
と
死
に
か
け
の
蛾
の
よ
う
に
店
の
灯
り
に
寄
っ
て
い
く
。
灯
り
の
下
の
ベ
ン

チ
に
、
美
し
い
少
女
が
座
っ
て
い
る…

。
化
粧
気
の
全
く
無
い
健
康
そ
う
な
少
女
。

暑
い
か
ら
涼
み
に
き
て
い
る
ら
し
い
十
五
歳
の
美
少
女
に
緊
張
し
、
大
し
た
会
話
も
で
き
な
い

中
年
の
男…

…
情
け
な
い
。
で
も
き
ち
ん
と
写
真
は
撮
ら
せ
て
貰
っ
た
。

蒸
し
暑
い
南
国
の
夜
。
肌
に
ま
と
わ
り
つ
く
生
温
か
い
風
を
楽
し
む
よ
う
に
、
我
々
は
ゆ
っ
く

り
と
ホ
テ
ル
へ
の
暗
い
道
を
歩
い
た
。(9

p
t.)

富栄養化された海には沢山の魚介類が育つ…。それらが市場で

売られ食べられ排泄され、それを食べて大きく育ち、捕られ売

られ食べられ…と、究極の食物連鎖が続いているのだ。

市場の中の店はすべて同じ状況なのだ。我々が泊まっている豪

華なホテルだって、この市場から魚介類を仕入れてるかもしれ

ないのだし。ここで見たものはすべて忘れよう！ (12pt.)

(C)2017 Yutaka Satoh / TYPE-LABO

書体制作の日々、番外編より抜粋編集

総合書体 ニタラゴルイカ-04　 



マクタン島の思い出

海の見えるテラスでコーヒーを飲んでから、昨晩カップ麺を

食べた店にビール瓶を返却がてら朝食に行った。７時少し前

で、ちょっと早い気がしたがやはり準備ができていない。約

束しておいたんだがな…。

店の人はまだ寝起きの顔で支度をする気もないし、ビール瓶

の返却値段でも少しモメた。この店をあきらめ、マゼラン・

クロス近くの市場へ向かう。

昨日と同じ道をまた歩く。右手遠くの海を眺めながらのんび

りと緩い坂道を下る。(8pt.)

何組みかの家族連れと擦れ違う。こちらのテンションもまだ低

く、特に言葉を交わすわけではないが、互いに立ち停る。

興味津々の瞳と笑顔の子供たち。ただ観察しあって、伝わらな

い言葉を何度か発し、インスタント写真を撮ってあげる。

たった数分間の静かな交流。彼らは長い影を道に映しながらゆ

っくりと去っていく。

市場を入ったすぐ右側。総菜の入った鍋を５～６個店頭に並べ

た食堂に決め、ひとつずつ鍋のフタをあけ料理を確認。

魚のシニガンスープ、魚の唐揚げ、アズキによく似た豆を煮た

もの、コーラ、ライス１皿を注文。

どれも美味しく食べられたので、明日から朝はこの店で食べる

ことに決定。愛想のいい娘さんが心をほぐしてくれるので楽し

い食事だった。(9pt.)

朝食後、市場内で夕食用のレストランを物色する。熱帯特有の極彩色の魚を

並べている店の殆どが、奥に座席を用意し、買った魚介類をその場で調理し

食べさせてくれるようになっている。

海に張り出したテラスを持つ店に入り、少し見学させてもらう。

美しい夕焼けを見ながらの、冷たいビールと美味しい魚介類の夕食。日焼け

した肌を夜の潮風が心地好く撫でていく…そんなことを想像しながら海上テ

ラスの椅子に座った。

しかし…目の前には灰色のドロドロの海。ちょうど干潮の時間なのだ。膝く

らいまで潮が引き、濁った海の中をビニール袋を持った人達が徘徊し、小魚

やエビ・カニを捕っている。

変なニオイも鼻につく…。これは下水道特有のものだ。ここの市場のさまざ

まな排泄物（！）がたれ流しにされているらしい。(10pt.)

ホ
テ
ル
へ
戻
り
ひ
と
休
み
す
る
と
午
前
９
時
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
汗
を
出
し
た
後
は

プ
ー
ル
で
身
体
の
火
照
り
を
冷
ま
す
。

昼
食
は
、
小
さ
な
バ
ナ
ナ
と
ビ
ー
ル
。
そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
名
物
の
ハ
ロ
ハ
ロ
（
か

き
氷
が
入
っ
た
ク
リ
ー
ム
あ
ん
み
つ
み
た
い
な
も
の
）
。

し
っ
か
り
昼
寝
を
し
た
後
の
夕
刻
５
時
。
朝
、
偵
察
し
た
市
場
へ
向
か
う
。

ま
ず
、
朝
食
を
た
べ
た
店
で
挨
拶
を
か
ね
て
ビ
ー
ル
を
１
本
い
た
だ
く
。(1

2
p
t.)

夕
飯
も
ウ
チ
で
食
べ
ろ
と
誘
わ
れ
た
が
、
シ
ー
フ
ー
ド
が
食
べ
た
い
か
ら
と
、
そ
の
店
を
出
て
海
の

上
に
張
り
出
し
た
テ
ラ
ス
で
食
事
が
で
き
る
魚
介
類
の
店
へ
。

イ
カ
は
キ
ラ
ウ
ィ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
風
の
刺
身
）
に
、
ハ
マ
グ
リ
は
殻
付
き
で
バ
タ
ー
焼
き
、
泥
ガ

ニ
は
中
華
風
に
炒
め
て
貰
い
、
ラ
イ
ス
と
ビ
ー
ル
の
超
特
大
ビ
ン
２
本
。

さ
っ
き
の
店
の
出
戻
り
看
板
娘
ボ
ニ
ー
タ
も
い
つ
も
間
に
か
参
加
し
て
、
２
時
間
ほ
ど
の
タ
ガ
ロ
グ

語
と
英
語
と
日
本
語
の
飲
み
会
。(1

0
p
t.)

飲
食
代
金
は
全
部
で
1
5
0
0
円
ほ
ど
。
満
腹
だ
。
勘
定
を
済
ま
せ
外
へ
出
る
と
周
り
の
店
は

殆
ど
閉
ま
り
、
市
場
は
う
す
暗
く
な
っ
て
い
た
。

ホ
テ
ル
へ
戻
る
道
の
右
側
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
街
灯
に
照
ら
さ
れ
た
侘
び
し
い
店
が
１
軒
。
こ
こ

何
日
か
、
脇
を
通
り
過
ぎ
て
い
る
サ
リ
・
サ
リ
・
ス
ト
ア
ー
だ
。

我
々
は
フ
ラ
フ
ラ
と
死
に
か
け
の
蛾
の
よ
う
に
店
の
灯
り
に
寄
っ
て
い
く
。
灯
り
の
下
の
ベ
ン

チ
に
、
美
し
い
少
女
が
座
っ
て
い
る…

。
化
粧
気
の
全
く
無
い
健
康
そ
う
な
少
女
。

暑
い
か
ら
涼
み
に
き
て
い
る
ら
し
い
十
五
歳
の
美
少
女
に
緊
張
し
、
大
し
た
会
話
も
で
き
な
い

中
年
の
男…

…
情
け
な
い
。
で
も
き
ち
ん
と
写
真
は
撮
ら
せ
て
貰
っ
た
。

蒸
し
暑
い
南
国
の
夜
。
肌
に
ま
と
わ
り
つ
く
生
温
か
い
風
を
楽
し
む
よ
う
に
、
我
々
は
ゆ
っ
く

り
と
ホ
テ
ル
へ
の
暗
い
道
を
歩
い
た
。(9

p
t.)

富栄養化された海には沢山の魚介類が育つ…。それらが市場で

売られ食べられ排泄され、それを食べて大きく育ち、捕られ売

られ食べられ…と、究極の食物連鎖が続いているのだ。

市場の中の店はすべて同じ状況なのだ。我々が泊まっている豪

華なホテルだって、この市場から魚介類を仕入れてるかもしれ

ないのだし。ここで見たものはすべて忘れよう！ (12pt.)

(C)2017 Yutaka Satoh / TYPE-LABO

書体制作の日々、番外編より抜粋編集

総合書体 ニタラゴルイカ-05　 



マクタン島の思い出

(C)2017 Yutaka Satoh / TYPE-LABO

書体制作の日々、番外編より抜粋編集

総合書体 ニタラゴルイカ-06　 

南国の夜
昼寝をした後の夕刻５時。きの

う偵察しておいた市場へ。

まず、朝食を食べた店でビール

を１本いただく。

ウチで食べていけと誘われたが

シーフードが食べたいからと、

海の上に張り出したテラスで食

事ができる店へ向かった。

イカはキラウィン風に、

ハマグリは殻つきバター

焼き、泥ガニは中華風に

炒めてもらい、ライスと

ビールの超特大ビン２本。

看板娘ボニータも参加し

て、タガログ語と英語と

日本語の宴会が始まった。

ホ
テ
ル
へ
戻
る
道
の
右
側
に
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
街
灯
に
照
ら
さ
れ
た
侘
び
し
い
店
が

建
っ
て
い
る
。

こ
こ
数
日
、
何
回
も
脇
を
通
り
過
ぎ
て
い

る
サ
リ
・
サ
リ
・
ス
ト
ア
ー
だ
。

我
々
は
死
に
か
け
の
蛾
の
よ
う
に
店
の
灯

り
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。

灯
り
の
下
の
ベ
ン
チ
に

美
し
い
少
女
が
座
っ
て

い
た
の
だ
…
。



マクタン島の思い出

(C)2017 Yutaka Satoh / TYPE-LABO

書体制作の日々、番外編より抜粋編集

総合書体 ニタラゴルイカ-07　 

南国の夜
昼寝をした後の夕刻５時。きの

う偵察しておいた市場へ。

まず、朝食を食べた店でビール

を１本いただく。

ウチで食べていけと誘われたが

シーフードが食べたいからと、

海の上に張り出したテラスで食

事ができる店へ向かった。

イカはキラウィン風に、

ハマグリは殻つきバター

焼き、泥ガニは中華風に

炒めてもらい、ライスと

ビールの超特大ビン２本。

看板娘ボニータも参加し

て、タガログ語と英語と

日本語の宴会が始まった。

ホ
テ
ル
へ
戻
る
道
の
右
側
に
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
街
灯
に
照
ら
さ
れ
た
侘
び
し
い
店
が

建
っ
て
い
る
。

こ
こ
数
日
、
何
回
も
脇
を
通
り
過
ぎ
て
い

る
サ
リ
・
サ
リ
・
ス
ト
ア
ー
だ
。

我
々
は
死
に
か
け
の
蛾
の
よ
う
に
店
の
灯

り
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。

灯
り
の
下
の
ベ
ン
チ
に

美
し
い
少
女
が
座
っ
て

い
た
の
だ
…
。



マクタン島の思い出

(C)2017 Yutaka Satoh / TYPE-LABO

書体制作の日々、番外編より抜粋編集

総合書体 ニタラゴルイカ-08　 

南国の夜
昼寝をした後の夕刻５時。きの

う偵察しておいた市場へ。

まず、朝食を食べた店でビール

を１本いただく。

ウチで食べていけと誘われたが

シーフードが食べたいからと、

海の上に張り出したテラスで食

事ができる店へ向かった。

イカはキラウィン風に、

ハマグリは殻つきバター

焼き、泥ガニは中華風に

炒めてもらい、ライスと

ビールの超特大ビン２本。

看板娘ボニータも参加し

て、タガログ語と英語と

日本語の宴会が始まった。
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マクタン島の思い出
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書体制作の日々、番外編より抜粋編集
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●等幅フォント
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●標準フォント
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●こういう文字も使えるようになりました

〝草彅〟〝髙木〟〝手塚〟〝黑船〟〝川﨑〟

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳

ⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩ㍉㌔㌢㍍㌘㌧㌃㌶㍑㍗

㌍㌦㌣㌫㍊㌻㎜㎝㎞㎎㎏㏄㎡〝〟№㏍℡㊤㊥

㊦㊧㊨㈱㈲㈹㍾㍽㍼㍻

●NEC特殊文字サンプル

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳
ⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩ㍉㌔㌢㍍㌘㌧㌃㌶
㍑㍗㌍㌦㌣㌫㍊㌻㎜㎝㎞㎎㎏㏄㎡㍻〝〟№㏍℡㊤㊥㊦㊧㊨㈱㈲
㈹㍾㍽㍼≒≡∫∮∑√⊥∠∟⊿∵∩∪

●IBM拡張文字サンプル

ⅰⅱⅲⅳⅴⅵⅶⅷⅸⅹⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩ¬￤＇＂㈱№℡∵
纊褜鍈銈蓜俉炻昱棈鋹曻彅丨仡仼伀伃伹佖侒侊侚侔俍偀倢俿倞
偆偰偂傔僴僘兊兤冝冾凬刕劜劦勀勛匀匇匤卲厓厲叝﨎咜咊咩哿
喆坙坥垬埈埇﨏塚增墲夋奓奛奝奣妤妺孖寀甯寘寬尞岦岺峵崧嵓
﨑嵂嵭嶸嶹巐弡弴彧德忞恝悅悊惞惕愠惲愑愷愰憘戓抦揵摠撝擎
敎昀昕昻昉昮昞昤晥晗晙晴晳暙暠暲暿曺朎朗杦枻桒柀栁桄棏﨓
楨﨔榘槢樰橫橆橳橾櫢櫤毖氿汜沆汯泚洄涇浯涖涬淏淸淲淼渹湜
渧渼溿澈澵濵瀅瀇瀨炅炫焏焄煜煆煇凞燁燾犱犾猤猪獷玽珉珖珣
珒琇珵琦琪琩琮瑢璉璟甁畯皂皜皞皛皦益睆劯砡硎硤硺礰礼神祥
禔福禛竑竧靖竫箞精絈絜綷綠緖繒罇羡羽茁荢荿菇菶葈蒴蕓蕙蕫
﨟薰蘒﨡蠇裵訒訷詹誧誾諟諸諶譓譿賰賴贒赶﨣軏﨤逸遧郞都鄕
鄧釚釗釞釭釮釤釥鈆鈐鈊鈺鉀鈼鉎鉙鉑鈹鉧銧鉷鉸鋧鋗鋙鋐﨧鋕
鋠鋓錥錡鋻﨨錞鋿錝錂鍰鍗鎤鏆鏞鏸鐱鑅鑈閒隆﨩隝隯霳霻靃靍
靏靑靕顗顥飯飼餧館馞驎髙髜魵魲鮏鮱鮻鰀鵰鵫鶴鸙黑　　　　　
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